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１．総論概要（政府における動きと本研究会における検討の方向性） 
 
２．中小企業等における中核人材の確保・活用に向けた検討 
   ２－１．中小企業等の人材不足の実態把握 
   ２－２．中小企業等の取組むべき方向性 
   ２－３．中核人材確保スキームの方向性 
 
３．論点と今後のスケジュール 
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政府における検討（１）経緯 

2016年６月 「一億総活躍プラン」策定 
   ⇒ 保育・介護に力点 

2017年３月 「働き方改革実行計画」策定 
   ⇒ 長時間労働是正、同一労働同一賃金（格差是正）に力点 

「働き方改革」をスピンアウト 

• 「生産性向上」への回帰 
• 人生１００年時代（LIFE 

SHIFT）への注目 

何歳になっても学び直し、職場復帰、転職が可能
となるレカレント教育・専門教育の充実、人材育
成のあり方、企業の人材採用の多元化、多様な高
齢者雇用、そのためのインセンティブ等を検討。 

人生100年時代構想会議 
（議長：安倍晋三 内閣総理大臣） 

中小企業・小規模事業者の活力向上のための
関省庁連絡会議(議長：内閣官房副長官（参）) 

中小企業・小規模事業者の活力向上に向けて取引
条件の改善、最低賃金引上げへの対応、生産性向
上、長時間是正、人手不足等の課題を把握すると
ともに、その対策を検討。 
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 議長代理 
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 議員        
 

英ロンドンビジネススクール教授 
世界的ベストセラー「ライフシフト」著
者 
早稲田大学総長（教育再生実行
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1935年生まれ。高卒後、定年まで
銀行勤務。定年後パソコンを購入、
82歳でスマホ用ゲームアプリ開発 

（有識者） 
 リンダ・グラットン  
  
 
 鎌田薫 
  松尾清一  

安倍晋三 内閣総理大臣 
茂木敏充 人づくり革命担当大臣 
林芳正     文部科学大臣 
加藤勝信 厚生労働大臣 
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松山政司 一億総活躍担当大臣 

＜人生100年時代構想会議 メンバー＞ 
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政府における検討（３）人生100年時代構想会議 
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（参考）プロフェッショナル人材事業 
 地域企業の経営者との対話を通じて「攻めの経営」への転換とプロフェッショナル人材ニーズを

掘り起こしを行う「プロフェッショナル人材事業」を平成28年から実施。 
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論点と検討スケジュール 

 
① 中小企業における中核人材の具体的なニーズの把握 
 - 業種や経営課題等によって、求められる職種/スキル等に特徴があるか               
                      【アンケート調査を実施】 
 
 
② 中小企業が取組むべき具体的なステップと必要なサポートの方向性 
 -中小企業が経営課題見直しから求人・定着にいたる対応策を導き出すため   
  に、どのようなサポートが必要か、手法・ノウハウはあるか 
        【仲介機関・経営支援機関等有識者へヒアリングを実施】 
 
 
③ 中小企業が中核人材を確保するためのエコシステム構築に向けた取組 
 -具体的な事例創出につながるスキームのあり方（兼業・副業・複業、出向   
  等の多様な形態を含む） 

 論点（案） 




